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2018年 10月 9日 

 

受益者の皆さまへ 

三井住友アセットマネジメント株式会社 

弊社ファンドの基準価額下落について 

（10月9日の基準価額の変動要因についてのお知らせ） 

 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 

2018年 10月 9日、以下のファンドの基準価額が前営業日比 5％以上の下落となりましたので、要因等につ
いてご報告致します。 

 

1.基準価額が前営業日比 5％以上下落したファンドの名称とその状況 

ファンド名 基準価額（円）
（2018年10月9日）

前営業日比（円）
（2018年10月5日比）

変動率

三井住友・中国Ａ株・香港株オープン 13,823 -754 -5.17%
三井住友・Ａ株メインランド・チャイナ・オープン 13,927 -774 -5.26%  

 

2.基準価額の変動要因等について 

10月8日に中国本土株式市場は下落し、その代表的指数であるCSI300指数は、9月28日との比較で
4.3％の下落となりました。中国本土は10月1日から5日まで国慶節の連休でしたが、その間、米中の通商問題
の長期化による中国経済の先行き不透明感が強まったほか、イタリアの財政問題などの外部環境の悪化から、
投資家のリスク回避姿勢が強まりました。 

また、為替面では、9月の中国の外貨準備高が市場予想を下回ったことや、10月7日に発表された預金準備
率の引下げなどの金融緩和措置が人民元の下落につながるとの見方から、対円で人民元安が進みました。上記
ファンドの基準価額については、以上のことが主な下落要因となりました。 

 

3.今後の見通し 

今後の中国本土株式市場は、11月の米国の中間選挙までに米中の通商問題が収束することは見込み難い
ことから、引き続き不安定な展開が続くとみられます。一方、中国政府は景気の下振れに配慮した政策に転換し
ており、財政出動など柔軟に対応する構えです。今後、インフラ投資の拡大などの政策効果が市場でより認識さ



受益者様用資料 

最終ページの【当資料のご利用にあたっての注意事項】を必ずご覧ください。 

れるにつれて、市場は落ち着きを取り戻すとみています。また、国有企業改革など構造改革の進展や、MSCIによ
る中国 A株の組入比率引き上げ観測を受けた海外資金の流入なども相場の支援材料になるとみています。 

 

以上 
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